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①　池田種生　『プロレタリア教育の足跡』（1971 年 8 月，解題・岡本洋三，注と追補・柿
沼 肇）
②　増渕　穣　『日本教育労働運動小史』（1972 年 7 月，解題・森谷 清，注と追補・土屋基
規）
③　山口近治　『治安維持法下の教育労働運動』（1977 年 12 月，解説・岡野 正）
④　小田真一　「わたしの新興教育運動」，『教育運動史研究』第 6 号，1962 年 9 月
　　　　　　　「わたしの生い立ち―『わたしの新興教育運動』のまえに―」，同 11 号，
1969 年 9 月
　　　　　　　「思い出すままに」，『新興教育複製版月報』No. 2，1975 年 5 月
　　　　　　　「『新興教育』創刊のころと新教支局の活動について」，『教育運動史研究』第























に加入している（1923 ＝大正 12 年）．そして郡内の統一学力試験に反対しそれを拒否したこと
によって事実上の「追放」処分にあい，上京する．以後本格的に啓明会の運動に参加するように
なり，下中弥三郎が身を引いた後その責任者となって「会」の「解散」まで活動した．1930（昭
和 5）年 8 月の新興教育研究所創立に当たっては，「野上壮吉」の筆名を使って山下徳治，浅野
研真両氏とともにその「表面」に立ち，年末の組織改編の折には常任委員になった．また，1932
年 8 月「研究所」が「新興教育同盟準備会」に転換・組織替えした時には執行委員会の委員長に






























盟結成に参加し，それへの弾圧で「解職」（1930 年 3 月）になった．同年 8 月，日本教育労働者
組合準備会結成に参加（「教労」の正式結成は 10 月），以後「教労」の中心的メンバーの一人と
して活動した．1931 年 5 月「教労」が他の組合と合同して日本労働組合全国協議会（「全協」）
傘下の日本一般使用人組合になると，その「教育労働部」の指導部員となった．また翌年 7 月に
は上部組織である「全協」の秘書局長になっている．1933 年 2 月「全協」に対する一斉弾圧で
検挙（35 年 5 月に出された判決は懲役 3 年，執行猶予 5 年）．この［全協］本部の弾圧に前後し
て地方支部へくだった弾圧もすさまじく，1934 年，「教労」の組織的活動は実質的に停止すると
ころにまで追い込まれてしまった．その後，1937 年 7 月の教育科学研究会の結成に参加，幹事




　増淵さんのこの本は全体が三部からなり，その第Ⅰ部「教育労働運動小史」では 1946 年 10 月
14 日の『週刊教育新聞』に掲載された「弾圧の下幾変遷　十余年の暗黒破って黎明来たる！」
を「序章」にして，そのあと『明るい学校』誌第 3 号から第 7 号（第 6 号を除く．1947 年 6 月













































校の第二部を出て，府下の小学校教員になった．1928 年 1 月に八王子市立第一小学校に転任し，
そのころ文芸誌『義足』同人の野津一郎さんを知り，野津，町田知雄さんらと『分教場』を発行
するようになる．この『分教場』は間もなく教育文芸家協会へと発展し，教文協会と改称する．












維持法」違反などの容疑でたびたび検挙され，37 年 3 月には「懲役 3 年」の実刑判決を受け，
下獄した．さらに「戦時下」の 1944 年 8 月には「帆足計等と民主主義革命を画策しているとの
容疑で憲兵隊本部に連行



















































の後豊島師範学校第二部に入学．卒業（1927 年 3 月）して，東京市の小学校教員となるが直ち
に短期現役兵として 5 ヵ月間入営する．除隊後少しの間他の小学校に籍を置いたが，間もなく本
所区の中和小学校に移り，本格的な教員としての生活が始まる．芝区三光小勤務の時に夜間の
「豊師」専攻科に入り（1930 年 4 月．卒業は翌年 3 月），この年 5 月の全日本教員組合準備会を
傍聴．この時師範同期の増淵さんとのつながりができ，8 月の日本教育労働者組合準備会が発足
するとともに増淵さんの勧めで加盟した．こうして小田さんの本格的な教員組合運動への活動が
始まる．そして翌 31 年 6 月には新興教育研究所に入所し書記局，組織部，機関誌編集部を担当
したが，8 月「全協」日本一般使用人組合教育労働部への弾圧で検挙され（この時小田さんはそ




めるために奮闘したが，このような事態の中でそれは難しかった．1933 年 11 月「同盟準備会」
は「プロレタリア科学同盟」の中に「発展的解消」し小田さんはその中央書記局に入ったが，翌
年 1 月からこの「科同」への弾圧が始まり，3 月には小田さんも検挙・起訴され，翌 34 年 10 月
末まで刑務所に収監されている．この間に日本プロレタリア文化連盟（「コップ」）を構成してい





































































人の教師の記録』（百合出版，1950 年 10 月）や国分一太郎編『石をもて追われるごとく　　受

























運動史』（全三巻，三一書房，1960 年 9 ～ 12 月）である．そこでは，一部を除く各章の後に「記
録」として当事者の体験に基く「証言」的文章が掲載されており，それ自体が一つのまとまりを
持ちながら同時に各章の中身をより豊かに理解することに役立っている．




















































　２　新興教育研究所の創立のころ   森（山下）徳治　『友』三号
　３　教育への反逆　　新教・教労の活動へ　　 宮原　誠一　『月報』一号
　４　新興教育のあけぼの    帆足　　計　『月報』四号
　５　川田由太郎と新興教育運動   浦辺　　史　『友』二号
　６　革命的な教育労働者組合の結成と合同問題 増淵　　穣　『運動史②』
　７　新興教育同盟準備会からプロレタリア科学同盟へ  小田　真一　　同上




　１　 青森支部教育方針の成立について  相馬寒六郎　『運動史②』
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三二　『教育』（1966 年 5 月号）
　７　内面の要求を保持して    黒滝チカラ　『運動史②』
























































































































0 0 0 0





















　　復刻版第 7 巻（1975 年 10 月刊）所収
①　『新興教育同盟準備会ニュース』No. ７（1933.2.1.）
月間であったが他の号は未発掘．



































































































関東「保問研」発行の冊子，1970 年 6 月）．そのあとに『新興教育』誌 1932 年 3 月号掲載の「無
産者託児所での『母と保母の座談会』」の記録，そして最後に「運動史研」機関誌『教育運動史












　3 冊目（№ 3，1972 年 8 月 24 日発行）は平野義太郎さん（日本平和委員会）執筆の「教育労
働者組織の国際的団結と教育　　エドキンテルンの活動の歴史（一九一九年創建から一九三〇年






語 La Interacio de Eduklaboristoj（Eduk-intern）の略称である．フランス語では Internatio-
nale de travailleurs de l’enseignement，英語では Education Workers  Internatinal （EWI），







　平野さん（当時・東大助教授）は，この国際組織が 1928 年 4 月にドイツのライプチヒで開い
た「国際教育デー」の会議に参加し，「ドクトル　オキ」の名で「極東に於けるプロレタリア児
童」と題する報告を行っている（この会議の「記録」が，1931 年 5 月，『新興教育学』という書
名で刀江書院から刊行されている．なお，「エドキンテルン」とこの書については後の項でやや
詳しく述べることにしている）．その時の模様を記した論稿が「エドキンテルン・ライプチヒ会
議に参加して」で，『日本教育運動史』第 2 巻（三一書房，1960 年 9 月）に当事者の体験した
「記録」の一つとして収録されている（前記『嵐の中の教育』に再録）．「研究資料」№ 3 の平野
論文は，厳密な意味では№ 1 と№ 2 の「刊行のことば」にあるような「戦前」の運動の中で記
された「基本資料」とはいえないが，この方面での研究にとっては欠くことの出来ない重要文献
であるので，会員に広く読んでもらうためにこのような措置がとられたのであった．このような













らかでも軽減できるようになったのは編集委員会体制が出来た 1976 年 7 月の『季刊教育運動研
23
教育運動史研究の歩み（下の 2）教育運動史研究会の研究活動






（編者・新興教育復刻版刊行委員会責任者井野川潔，発行所 白石書店）．前年（1979 年）の 4 月に
『教育運動研究』が第 10 号をもって休刊のやむなきに至り，以後 1 年にわたって機関誌を持てな
い苦境の時期を乗り越えての取り組みであった．この年の 8 月の「第 15 回夏季研究集会」とと
もに「五十周年」を記念する活動でもあったといってもよい．それだけにこの取り組みに対する








１　山下徳治『新興ロシアの教育』鉄塔書院，1929（昭和 4）年 12 月発行  ?
２　本庄陸男『資本主義下の小学校』自由社，1930 年 10 月   ?
３　国際教育労働者聯盟編・浅野研真訳『新興教育学』刀江書院，1931 年 5 月 ?
４　浅野研真『プロレタリア教育の諸問題』厚生閣書店，1931 年 9 月  ?
５　池田種生『動きゆく社会と教育の展望』現代教育社，1932 年 7 月  ?
　ここに掲げられた緒著作は，「教労」や「新教」の結成に至る過程で，またその運動の発展の
上で大きな影響を与えたいわばこの運動にとっての「古典」とでもいってよいようなものばかり












　『新興ロシアの教育』（山下徳治）　著者山下さんは 1892 年 1 月鹿児島県徳之島で生れた．1913




スタロッチの研究に従事している（1922 年から 5 年間）．その間にデューイの著作に接し，その
思想に深く共鳴するようになり，そしてデューイがそうしたように，革命後のソビエト訪問を実
















　1930 年 12 月，朝鮮の「新教」支局準備会（責任者・上甲米太郎）が弾圧される．この時，山
下さんはその活動を指導していたということで検挙され，京城へ連行・拘留されてしまう（31
年 8 月予審を終え保釈されて帰国）．この法廷闘争は 32 年 6 月にいったん勝訴するが，上級審の
判決で結局「懲役 2 年執行猶予 5 年」になってしまった．また「新教」も厳しい弾圧体制の下
で，32 年 8 月に新興教育同盟準備会へと改組，その執行委員長に池田さんが着任した．こういっ
た情況で山下さんが表立って活動することは著しく困難となり，次第にこの運動から離れていく
ことになった．そして，生活のためもあって岩波書店発行の雑誌『教育』（1933 年 4 月創刊）の








月号，のち短編集『白い壁』に収録，ナウカ社，1935 年 6 月）と長編『石狩川』（大観堂書店，







小学校に勤務．1927（昭和 2）年 4 月に同窓の文学愛好教師
たちと共に「義足同人」を組織（5 ページの「教労」・「新教」の組織変遷図にあるようにこれが
新興教育運動前史における最初の教員団体）して創作活動を続ける一方，教員組合結成の運動の






























　『プロレタリア教育の諸問題』の著者である浅野研真さんは 1898 年 7 月愛知県生れ．僧籍を得
て，1919 年北海道函館刑務所の教誨師となったが，やがて犯罪と社会学の研究をするために退
職．上京して日大文学部社会学科に入学，さらに高等専攻科に進学・卒業して母校の社会学研究
室の助手となった（1925 年 4 月）．他方，その少し前に開設された東京労働学校で教務主任とし



















































































　『動きゆく社会と教育の展望』は，1928 年 2 月から 1832 年 4 月までの間に「池田種生」名で
発表（一部未発表を含む）された論稿を「年代順」に整理して「一冊にまとめた」（同誌「序に
かへて」より）教育評論集である．内容的には『暴露記』より前のものが大半であるが，出版さ
れたのは『暴露記』のあと，1932 年 7 月であった（出版社は現代教育社）．その構成を見ると，


















































































テルン」（教育労働者インタナショナル）であるが正式には 1922 年 8 月にパリで開かれた「教育












































した後の 1929 年 8 月その加盟が承認されたのであった．そのころの様子を『教文協会ニュー
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（『資本主義下の小学校』，1980 年 9 月，の中に掲載されている「『新興教育学』解説」である．
　その「基本文献集成」の解説は，収録された全 5 冊の内の 4 冊について柿沼が，そしてあとの
『新興教育学』について古沢さんが担当したのであるが，それについて当時「研究会」事務局長
であった森谷 清さんは次のように書いている（「文献紹介 新興教育復刻版刊行委員会編『新興






























ないが，お許し願いたいと思う． （2015 年 11 月 16 日）
［補註］
（ 1 ）　新樹出版からは「新樹叢書」の他に岡本洋三『教育労働運動史論』（1973 年 2 月）と浦辺 史『日本







』（1974 年 2 月）も「研究会」の協力で出版されている．
（２）　この時のことを向山さんは「われながら意外に思われるほど『研究会』の諸先輩や研究者のかたた
ちに喜ばれた」「はからずも提供できたことは，私としても大きな喜びであった」と記している．





（４）　そのせいかどうか定かでないが，№３には 1 および 2 にあった「刊行のことば」が付されていない．
（５）　無産者託児所の ｢ 保母 ｣ であった高山智恵子さんはじめ関係者の「談話」などが活用されている．






1972 年 4 月．但し，「教育運動」については触れられていない．収録されている山田昭夫編の「年



















（12）　1924 年 8 月ブラッセル大会で制定された「教育労働者インタナショナル規約」は，その後二度，部
分的な改正が為された．改正後の「規約」は『国際文化』誌 1929 年 3 月号に伊藤三郎訳で載って
いる．その末尾に訳者の「注意」書きがあり，改正年次と改正条項が記されている．また浅野研真
訳編の『マルクス主義と教育問題』（自由社，1930 年 12 月 ) にも収録されているが，そこでは「一
九二四年ブラッセル大会にて採用 一九二六年ウイーン大会にて修正」とある．なお山村訳のものは
上田庄三郎『教育戦線』（自由社，1930 年 7 月）所収の論稿「教員組合論」でも「参考」文献の一
つとして掲載されている．
（13）　この記事は私も読んだことがあるが，今その掲載誌が手近かなところにないので花井 信「日本教



































教 育 運 動 史 研 究 会 編 集『 季 刊 教 育 運 動 研 究 』 創 刊 号， あ ゆ み 出 版，
1976.7.31.
＊「『新興教育』複製版刊行の意義」について述べたものの一つ．『新興









『教育評論』1967 年 6 ～ 7 月号
＊出所『民間教育史研究事典』（民間教育史料研究会 大田 尭・中内敏
夫編，評論社，1975.8.5.）「エドキンテルン」の項（執筆 土屋基規）















Ⅲ　「戦後」の研究文献等（Ⅰ , Ⅱ以外，1980 年代までに発表されたもの）　
花井　信・林　量俶・増井三夫訳（英文から）「資料・エドキンテルン編　教育労働者　














































































































































『プロレタリア科学』（1930 年）1 月号，1930.1.1.　発行兼編集所 プロレ
タリア科学研究所，発行編集兼印刷人 大河内信威，発売所 白揚社，
＊同号に山口「プロレタリア教育当面の諸問題」掲載
＊『プロレタリア科学』復刻版は全 21 巻，編者 法政大学大原社会問題




『プロレタリア科学』（1930 年）5 月号，1030.5.3.　発行兼印刷所 プロレ







発行所 自由社，初版発行 1930.12.16. 改訂版発行 1931.3.25.
「一，教育労働者インタナショナル規約　一九二四年ブルッセル大会にて採用　
一九二六年ウイーン大会にて修正」　＊全文 9 章 23 条
「二，全露教育労働者連盟規約　一九二五年二月二十日―二十五日の連盟第五回
大会にて決定」　＊全文 5 章 48 条
『プロレタリア科学 資料月報』（「国際定期刊行物内容紹介」）欄「教育インタナショナル
（フランス版）（一九三〇年十月・十二月号）」
『プロレタリア科学 資料月報』1931 年 4 月号，1931.4.1.　発行兼印刷所 

















































国際国内教育ニュース　 1932 年 9・10 月号　　　
　「エドキンテルンの大会はハンブルグで開催」他
国際ニュース　 11，12 月号　　　
近江信吾「エドキンテルン第七回大会について」，「書記局の意見」，1933
年 6 月号
「資料 エドキンルン第七回の檄 全教育団体・万国の教育労働者に告ぐ！」
　（同前）
＊『新興教育』複製版（活字版，プリント版）は『新興教育』複製版刊
行委員会編集・発行，1965.10.15. ～ 1968.11.1.
